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              １月４日（月） 瀬戸内町成人式       広報せとうち（２） 

平
成
22
年
年
頭
の
あ
い
さ
つ 

～
自
然
・文
化
を
生
か
し
た
住
民
参
加
・人
づ
く
り
の
ま
ち
～ 

瀬
戸
内
町
長 

房 

克
臣 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
が
町

民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
明
る
く

健
康
で
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
た
、
町
民
の
皆
様
方
に
は

日
頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

私
が
、
町
政
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
3

年
目
の

正
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
選
挙
時
に
掲
げ
ま

し
た
７
つ
の
公
約
の
取
り
組
み

と
し
て
、
昨
年
３
月
に
、
今
後

10
年
間
の
町
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ

の
計

画
の

基
本

構
想

で
は
「
自
然
・
文
化
を
生
か

し
た
住
民
参
加
・
人
づ
く
り

の
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
「
地
域
住
民
自
ら
が
考

え
、
取
り
組
む
主
体
的
な
地

域
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

「
共
生
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
筆
頭
に
７
章
か

ら
な
る
基
本
方
針
を
定
め
、

実
施
に
向
け
着
実
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
計
画
を
推
進
す

る
に
は
、
町
民
を
は
じ
め
各
種

関
係
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
、

多
く
の
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
為
し
得
る
こ
と
で
あ
り
、
共

に
考
え
、
行
動
（
共
生
・
協
働
・

自
立
）
に
移
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

昨
年
は
、
民
主
党
に
よ
る
戦

後
初
め
て
の
政
権
交
代
が
あ
り

事
業
仕
分
け
等
に
よ
る
財
政
的

影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
長
期
振
興
計
画
で
定
め
た

各
種
振
興
事
業
の
推
進
や
文
化

ホ
ー
ル
、
諸
鈍
シ
バ
ヤ
多
目
的

施
設
計
画
な
ど
将
来
に
向
け
た

振
興
策
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
奄
振
予
算
の
継
続
や

補
助
金
の
交
付
金
化
、
さ
ら
に

ガ
ソ
リ
ン
税
の
廃
止
や
引
き
下

げ
等
の
各
種
施
策
が
公
約
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
実
現
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

そ
の
他
に
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
り
ま
し
た
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
等

に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
情
報

基
盤
整
備
事
業
が
本
町
全
域
で

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
内

の
情
報
格
差
の
解
消
が
図
れ
る

と
共
に
、
今
後
の
振
興
を
図
る

上
で
様
々
な
活
用
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
は
、
船
津
保
育

所
跡
に
児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
「
こ
こ
」
の
開
設
、
町
図

書
館
内
に
山
田
洋
次
監
督
児
童

文
庫
の
開
設
や
観
光
資
源
で
あ

る
文
化
財
・
自
然
景
観
等
を
対

象
と
し
た
「
に
ほ
ん
の
里
１
０

０
選
」
に
加
計
呂
麻
島
が
「
島

の
宝
１
０
０
景
」
に
与
路
島
の

サ
ン
ゴ
石
垣
等
が
選
定
さ
れ
本

町
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
本
年
度
、
要
望
中
で

あ
っ
た
国
道
58
号
網
野
子
バ

イ
パ
ス
も
着
手
の
目
処
が
た
つ

と
共
に
、
諸
鈍
シ
バ
ヤ
も
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
候
補

に
あ
が
っ
て
お
り
，
今
後
の
観

光
・
交
流
に
一
段
の
弾
み
が
付

く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
３
月
末
で
期
限
切
れ

と
な
る
過
疎
法
の
見
直
し
延
長

に
向
け
、
国
・
県
・
地
元
市
町

村
等
と
連
携
を
蜜
に
し
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

 
今
年
も
引
き
続
き
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財

政
改
革
を
進
め
な
が
ら
計
画
的

な
財
政
運
営
を
基
調
に
町
の
独

自
性
を
生
か
し
、
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
、
自
衛
艦
等
の
入

港
誘
致
促
進
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
推
進
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
等
の
各
種
情
報
通
信
基
盤

整
備
促
進
や
昨
年
に
引
き
続
き

黒
マ
グ
ロ
や
真
珠
養
殖
等
で
産

出
さ
れ
た
資
源
を
生
か
し
地
域

ブ
ラ
ン
ド
物
産
品
の
研
究
開
発
、

古
仁
屋
高
校
の
存
続
、
産
学
官

の
交
流
事
業
の
推
進
拡
大
、
与

路
島
・
請
島
の
ゴ
ミ
処
理
対
策

事
業
等
の
推
進
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
持
続

可
能
な
住
民
参
加
の
「
共
生
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 



広報せとうち（３）     １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

新
年
の
ご
挨
拶 

瀬
戸
内
町
議
会
議
長 

 
 

 
 

 
堯 

 

文
俊 

 

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

輝
か
し
い
新
年
の
幕
あ
け

と
共
に
、
ご
家
庭
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
一
家
団
ら
ん
の

お
正
月
を
お
迎
え
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
政
権
交
代

と
い
う
大
き
な
国
政
の
変
化

が
あ
り
、
政
治
・
経
済
に
お

い
て
激
動
の
年
と
な
り
ま
し

た
。 前

政
権
が
立
て
た
補
正
予

算
の
凍
結
、
新
年
度
国
家
予

算
の
「
事
業
仕
分
け
」
、
「
行

政
刷
新
会
議
」
等
に
よ
る
予

算
審
査
な
ど
、
国
民
に
わ
か

り
易
い
予
算
編
成
や
政
権
公

約
に
掲
げ
る
推
進
方
策
等
は

評
価
で
き
ま
す
が
、
緊
急
の

課
題
で
あ
る
景
気
・
雇
用
対

策
を
は
じ
め
新
政
権
後
の
経

済
・
福
祉
・
教
育
問
題
な
ど

予
算
等
の
裏
付
け
の
あ
る
具

体
策
が
見
え
て
来
な
い
こ
と

は
、
大
き
な
不
安
要
素
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。 

わ
が
国
の
景
気
低
迷
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
続

い
て
お
り
、
早
期
の
景
気
回

復
が
望
ま
れ
る
中
で
、
公
共

事
業
を
は
じ
め
多
種
多
様
の

事
業
予
算
の
廃
止
や
見
直
し

が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
景
気
浮
揚
対
策
と

し
て
短
期
的
に
は
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
復
活
に
つ
い
て
は
、

国
県
へ
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
が
行
な
う
財
政

再
建
に
お
い
て
も
、
補
助
金

や
地
方
交
付
税
の
削
減
が
さ

ら
に
追
い
打
ち
と
な
っ
て
地

方
財
政
は
圧
迫
さ
れ
て
お
り
、 

本
町
の
特
別
会
計
を
は
じ
め

行
財
政
運
営
は
、
前
途
楽
観

を
許
さ
な
い
現
状
に
あ
り
、

こ
れ
ら
の
改
革
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町

議
会
に
お
い
て
は
、「
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委

員
会
」
を
六
月
議
会
で
設
置

し
、
町
民
に
と
っ
て
将
来
に

展
望
が
開
け
、
活
力
あ
る
ま

ち
を
創
造
す
べ
く
、
次
の
三

点
を
柱
に
、
調
査
・
研
究
活

動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
、「
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
」 

 

二
、「
ま
ち
の
振
興
策
に
つ

い
て
」 

 
三
、
「
古
仁
屋
高
校
の
存

続
・
活
性
化
対
策
に

つ
い
て
」 

活
動
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

各
市
町
村
先
例
地
で
の
調
査
、

国
・
県
機
関
に
お
け
る
訪
問

調
査
を
実
施
し
、
一
部
に
つ

い
て
は
、
議
会
に
お
い
て
調

査
報
告
を
行
い
、
町
執
行
部

へ
提
言
・
意
見
書
を
提
出
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
十
月
に
は
、「
瀬
戸

内
町
活
性
化
対
策
議
員
連

盟
」
（
十
名
）
を
立
ち
上
げ
、

議
会
・
行
政
・
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
上
記
課
題
や
町
お

こ
し
を
図
る
推
進
組
織
と
位

置
付
け
、
積
極
的
に
活
動
を

展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、

町
内
の
各
種
団
体
（
経
済
・

産
業
・
文
化
・
教
育
・
福
祉
）、

町
内
国
県
の
機
関
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
で
頂
い
た
行
財

政
改
革
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
貴
重
な
意
見
や
提
言
、

ま
た
議
員
・
町
職
員
か
ら
の

提
言
書
を
適
時
か
つ
有
効
に

生
か
す
べ
く
、
町
行
政
と
一

体
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
を

推
進
し
、
町
政
の
安
定
を
図

る
と
共
に
議
決
機
関
と
し
て

も
的
確
か
つ
迅
速
な
政
策
判

断
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

私
ど
も
第
十
五
期
十
名
の

議
会
議
員
、
一
丸
と
な
っ
て

英
知
と
力
を
結
集
し
て
町
民

の
負
託
に
応
え
、
住
民
福
祉

の
向
上
、
す
べ
て
の
人
々
が

安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
、
一
層
の
努
力

を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
、
叱
咤
激
励
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

む
す
び
に
、
本
町
の
発
展
、

町
民
各
位
の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 



             １月４日（月） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（４） 

新
年
の
ご
挨
拶 

瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会 

 

教
育
長 
森
山 

力
藏 

  

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

旧
年
中
は
教
育
推
進
に
対

し
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の

絶
大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
新
年
へ
の
希
望
も
新

た
に
、
力
強
く
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
年
頭
に
当
た
り
ま

し
て
、
本
町
の
教
育
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し

ま
す
。 

 

本
町
の
学
校
は
、
古
仁
屋

市
街
地
の
学
校
（
本
町
の
児

童
生
徒
の
数
約
７
割
の
６
０

０
名
）
と
少
人
数
学
級
・
小

規
模
校
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
地
域

ぐ
る
み
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

学
校
規
模
や
学
ぶ
児
童
生

徒
は
少
な
く
て
も
、
学
力
・

道
徳
的
判
断
力
・
体
力
面
等

で
学
校
の
独
自
性
を
生
か
し

た
、
校
区
・
地
域
総
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
で
成
果
を
上
げ

て
お
り
ま
す
。 

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
の
中
で
地
理
的
環
境
を

活
か
し
た
体
験
学
習
と
し
ま

し
て
「
遠
泳
大
会
」「
大
島
海

峡
横
断
カ
ッ
タ
ー
訓
練
」
等

で
体
力
・
気
力
を
向
上
さ
せ
、

自
然
界
で
「
逞
し
く
生
き
る

力
」
の
育
成
を
実
践
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
本
町
管
内
の
小
規

模
校
が
一
堂
に
集
い
、
切
磋

琢
磨
を
ね
ら
い
と
し
た
「
集

合
学
習
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。 

文
化
面
で
は
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
徹
底
、
複
式
学
級

に
お
け
る
指
導
法
の
研
究
、

郷
土
文
化
体
験
学
習
、
学
習

発
表
会
・
文
化
祭
の
開
催
、

弁
論
・
英
語
暗
唱
大
会
の
開

催
、
学
習
指
導
・
生
徒
指
導

研
究
公
開
の
実
施
等
、
益
々

充
実
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
が
、
２１
世
紀
に

生
き
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り

と
し
て
瀬
戸
内
町
の
教
育
的

な
伝
統
・
文
化
風
土
を
生
か

し
た
人
間
性
豊
か
で
、
逞
し

く
生
き
る
町
民
の
育
成
に
繋

が
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。 

 

ま
た
、「
古
仁
屋
中
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
」
も
順
調

に
成
果
を
挙
げ
、
生
徒
達
も

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

確
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

公
民
館
講
座
や
自
主
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
学
習
活
動
、
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し

た
各
種
大
会
、
生
き
生
き
健

康
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
健
康
増

進
活
動
や
文
化
活
動
も
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

学
校
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」、「
島

唄
・
八
月
踊
り
」
等
、
郷
土

芸
能
の
伝
承
活
動
や
文
化
財

の
保
護
活
動
も
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
成

果
の
陰
で
、
規
範
意
識
や
公

徳
心
の
涵
養
、
早
寝
早
起
き

朝
ご
飯
、
６
０
・
９
０
運
動

の
徹
底
に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム

の
定
着
を
図
る
こ
と
等
、
課

題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
古
仁
屋
高
校
の

存
続
問
題
が
あ
り
ま
す
。
我

が
町
の
最
高
学
府
で
あ
り
ま

す
古
仁
屋
高
校
の
灯
火
を
守

る
た
め
に
町
民
一
丸
と
な
り

知
恵
を
出
し
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
町
の
生
徒
数
の

減
少
に
よ
る
極
小
規
模
中
学

校
の
見
直
し
と
し
て
、
加
計

呂
麻
地
区
の
中
学
校
の
統
廃

合
の
実
施
に
向
け
て
本
格
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 新

し
い
年
は
、
こ
れ
ら
の

多
く
の
課
題
の
解
決
・
克
服

に
努
め
明
る
い
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
町
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 



広報せとうち（５）   １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

   

☆ 無料「法務局サンデー相談所」の開設について ☆ 

平日は多忙で、法務局での窓口相談を受けることができない皆様のために、

下記のとおり、「法務局サンデー相談所」を開設しますので、ご利用ください。

【日 時】 

平成２２年１月２４日（日） 午後１０時から午後４時（受付は３時３０分まで） 

【場 所】 

 名瀬公民館金久分館（奄美市名瀬長浜） 

【対象者】 

 どなたでも相談を受けることができます。 

【相談内容】 

 土地や建物の登記（売買、相続など）、会社の登記（設立、役員変更など）、

戸籍・国（婚姻、養子縁組、国籍取得など）、供託（地代・家賃、給料差押など）、

人権（いじめ、プライバシー問題など） 

【問い合わせ先】 奄美市名瀬港町２－１６ 

鹿児島地方法務局奄美支局 ℡ ０９９７－７２－０３７６ 

 

 

乳幼児医療費助成制度については、近年、全国的に助成内容の拡充が図られ

つつあり，鹿児島県においても厳しい財政状況の中ではあるが、少子化対策の

観点から拡充の方向で検討したところであります。 
 今回、対象年齢を医科・歯科とも小学校就学前までに引き上げることとし、

併せて長期的に持続可能な安定的な制度とするために、所得制限を導入するこ

ととしました。 
○ 見直し内容 
 現   状     改 正 後 

対象年齢 

医療診療 ６歳未満 
歯科診療 ４歳未満 

対象年齢 

医療診療 小学就学前ま

で 
歯科診療 小学就学前ま

で 
所得制限 無 所得制限 児童手当本則給付の限度

額 
自己負担額 １人月額３，０００円 

市町村民税非課税世帯は全額

助成 

自己負担額 １人月額３，０００円 
市町村民税非課税世帯は全額

助成 
支給方法 自動償還方式 支給方法 自動償還方式 
【問い合わせ先】 役場町民課児童母子係 ℡ ７２－１０６０ 

 

☆ 乳幼児医療費助成事業の制度改正について ☆ 



１月４日（月） 瀬戸内町成人式   広報せとうち（6） 

☆ にほんの里１００選「ひぎゃ・加計呂麻ウォーク」の開催について ☆ 
 
 
 
 【開催日】平成２２年２月１３（土）・１４（日）  ※雨天決行 

  １３日（加計呂麻島コース） スタート・ゴール：瀬相港 

コース 受 付 出発式 スタート ゴール ルート 

１５ｋｍ 10：30 11：00 11：10 14：00～17：40 花富・西阿室 

６ｋｍ 10：30 11：00 11：10 13：00～17：40 島尾文学碑 

      ※ 各自で公共機関等を利用して時間までに受付 

  １４日（本島コース） スタート・ゴール：海の駅 

１７ｋｍ  8：00 8：30 8：40 12：00～15：40 伊須・阿木名 

６ｋｍ  9：30 9：50 10：00 11：00～13：00 油井岳入り口 

３ｋｍ 10：10 10：30 10：40 11：00～13：00 須手灯台 

  注：予定時間までにゴールできない場合は係員の指示に従ってください。 

 【参加費】 大人 １日参加１,０００円／２日参加１,５００円 

中・高生  １日・２日共通５００円   小人１日・２日共通１００円       

※ 幼稚園以下無料，ただし小学生以下は保護者及び指導者同伴 

     尚，参加取消しの場合，参加費はお返しできませんのでご了承下さい。 

 【申し込み方法】 

   参加申込書に必要事項を記入し，下記のいずれかの方法でお申し込み下さい。 

   申込期間 平成２１年１２月１４日～平成２２年２月５日（受付簿作成のため） 

※当日受付もしますが，受付時間内での締め切りになりますので事前にお申込み下さい。 

  ①直接申し込み 

   参加申込書に参加費を添えて，せとうちウォーキング大会実行委員会事務局にて

お申し込み下さい。（受付時間 8：30～17：15 土・日・祭日を除く） 

  ②郵送での申し込み 

   参加申込書に現金書留または郵便為替による参加費を同封の上,事務局まで送付

して下さい。 

   銀行振り込みをご希望の方は下記口座へ参加費をお振込み下さい 

 振 込 先：鹿児島銀行瀬戸内支店 （普通）６８１１１０ 

 口座名義：せとうちウォーキング大会実行委員会 事務局長 山倉 馨 

 【免責事項】 

   参加者は十分に体調を整えて参加してください。万一事故が発生しても，傷害保

険の範囲内及び応急処置以外の責任は負えませんのでご了承下さい。 

 【お楽しみ抽選会】 

   日 時：平成２２年２月１４日  １３：００予定 

   場 所：海の駅緑地広場（同時開催まちづくりフェスティバル会場） 

【お問合せ先】 せとうちウォーキング大会実行委員会 （教育委員会社会教育課内） 

       〒894－1506 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

        TEL 0997－72－0113  FAX 0997－72－3434 



広報せとうち（７）    １月４日（月） 瀬戸内町成人式    

☆沖縄大学移動市民大学について☆ 

 
 
 
 

那覇市にある沖縄大学は、「地域共創の大学」として、地域と協働のまちづく

りを念頭に、沖縄県内の離島を含めた各地域で移動市民大学を開催しています。 

 今回、島尾伸三氏による講演「沖縄と奄美大島」を行います。ご参加下さい。 

【 日 時 】1 月 30 日（土） 13：00～16：00 

【 場 所 】鹿児島県立図書館奄美分室 

【お問合せ先】沖縄大学地域研究所 ℡ 098-832-5599 



       １月４日（月） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（８） 

☆ 平成２２年度 建設工事等の指名願い受付について☆ 

下記により建設工事、測量・建設コンサルタント・地質調査等

の入札参加資格審査申請書の受付を行います。  

記 

◆ 受付期限 

平成２２年５月６日(木)～平成２２年５月３１日(月)  ※５月３１日消印有効 

◆ 提出書類（様式はＡ４判仕様のファイルとじとし、添付書類には必ずインデックス

（見出しを施すこと。） 

◎ 建設工事について 

① 建設工事入札参加資格審査申請書 

② 建設業許可通知書写し 

③ 建設業許可申請書写し(添付書類を含む) 

④ 経営事項審査結果通知書写し 

⑤ 経営事項審査申請書写し 

⑥ 直前 1 年分工事経歴書 

⑦ 身分証明書（代表者） 

⑧ 印鑑証明書（法人・個人事業者） 

⑨ 町税等納税証明書（法人については役員全員添付） 

⑩ 労災保険料納入証明書 

⑪ 建設業退職金共済組合加入証明書 

⑫ 雇用保険料納入証明書 

⑬ 地方消費税納税証明書（その３） 

⑭ 社会保険料納入証明書（Ｈ.21.1～21.12 月分） 

  ※ ⑦～⑭は原本を提出してください。 

※ 瀬戸内町に本社又は営業所を置く業者の方は上記要領で提出して下さい。 

※ （今回受付はＨ２２年度分となります。） 

※ その他の業者（町外業者の方）は隔年受付（昨年にＨ２１・Ｈ２２年度分受付）と

なり今年度は受付をいたしませんのでお間違いのないようお願いします。 

※ 全工種に経営事項審査の受審を義務付けておりますので、受注を希望する工種につ

いては、全て経営事項審査を受けてください。 

◎ 測量・建設コンサルタント・地質調査等については国土交通省統一様式で提出して

下さい。 

※ 受領書、受付書は貴社独自の様式でかまいません。その他に返信を希望される方は

官製ハガキでお願いします。 

 

 
◎ 提出及び問い合わせ先 

〒894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

瀬戸内町役場  建設課 管理係   Tel  0997-72-1111 （内線 147） 

                     0997-72-1197（直通） 

受領書(例) 

 
平成 年度 建設工事入札参加資

格審査申請書一式受領致しました。 

受領印 

〒894-1592 

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津

23 番地 

瀬戸内町役場 建設課 

 

官製ハガキ（裏） 



広報せとうち（９）    １月４日（月） 瀬戸内町成人式     

 

 

鹿児島労働局では、本年度も鹿児島県の最低賃金を下記のとおり改正改定いたしま

した。最低賃金制度は、低賃金労働者の生活の安定、労働力の質的向上及び事業の公

正な競争を確保に資することを主な目的として、制定された最低賃金法に基づき国が

賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額以上の賃金を支払わなければなら

ないとする制度であります。 

 

地域別最低賃金 最低賃金額（時間額） 効 力 発 生 日 

鹿児島県最低賃金 ６３０円 平成２１年１０月１４日 
 

【問合せ先】 

鹿児島労働局労働基準部賃金室 

  〒８９２－０８１６ 鹿児島市山下町１３－２１ 鹿児島合同庁舎 

  ℡ ０９９－２２３－８２７８ 

 

☆ 2010 世界農林業センサスにご協力ください ☆ 

 

平成２２年２月１日現在で「2010 世界農林業センサス」を実施します。 

この調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的

な調査です。 

１月中旬から調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調査票に農林業の経営

状況などの記入をお願いします。 

 調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんの

で、ご協力をお願いします。 

 

【問合せ先】 

瀬戸内町役場 企画課 企画開発係 担当：北川 

TEL：72-1112（直通） 

 

 

 

☆ 鹿児島県最低賃金の改正について ☆ 

誤りと訂正 先月号のお知らせコーナー 子育て支援活動の電話番号

に誤りがありました。７２－００２８（誤） ７２－０２２８（正） 
まちの話題コーナー 地女連グラウンドゴルフで、会長の名前に誤り

がありました。森田タルミ（誤） 森田テルミ（正） お詫びして訂正

いたします。 



           １月４日（月） 瀬戸内町成人式      広報せとうち（１０） 

1月 2010年(平成22年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

27 28 29 30 31 1 2 

   

元日 

  

3 4 5 6 7 8 9 

 

◆成人式 ◆母子相談 ◆消防出初式 ◆男の料理

教室 

◆始業式 ◆でぃ～う

もろー会（俵） 

10 11 12 13 14 15 16 

 

成人の日 

 

◆元気な足

腰講座（中公） 

◆母子相談 

◆元気な笑

顔教室（阿鉄） 

◆１歳６箇

月児健診 

◆元気な笑

顔教室（清水） 

◆遊びの広場 

◆でぃ～う

もろー会（芝） 

◆少年野球

大会（緑球会） 

◆青少年育成

の日 

◆でぃ～うも

ろ会（諸鈍） 

◆地産地消 

朝市（海の駅） 

17 18 19 20 21 22 23 
◆少年野球

大会（緑球会） 

◆総合健診 

◆家庭の日 

◆元気な笑

顔教室（久慈） 
◆きゅら島き

らめきスクール 

◆総合健診 

◆母子相談 

◆元気な足

腰講座（中公） 

◆総合健診 

◆元気な笑

顔教室（篠川） 

◆総合健診 

◆総合健診 

◆男の料理

教室 

◆総合健診 

 

24 25 26 27 28 29 30 

 

◆元気な足

腰講座（中公） 

◆母子相談 

 

◆６箇月児

健診 

◆遊びの広場 

 

31 1 2 3 4 5 6 

 

母子相談、男の料理教室、でぃ～うもろ会、元気な足腰講座、元気な笑顔教室 

遊びの広場、１歳６箇月健診、６箇月健診、きゅら島きらめきスクール、総合健診 

上記の問合せは、保健福祉課へ 

成人式、青少年育成の日、家庭の日の問合せは社会教育課へ 

地産地消朝市の問合せは、農林課へ 

消防出初式の問合せは、総務課へ 

少年野球大会の問合せは、野球連盟へ 

☆ 社会教育課からのお願い 
 第３日曜日は、市街地自治会清掃の日となっていますので、ご協力をお願いします。 



広報せとうち(１１)     １月４日（月） 瀬戸内町成人式        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 11

月に届けられた

分のうち、希望者

のみを掲載してい

ます。 （敬称略） 
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香
典
返
し(

社
協
へ)

１０
月
分 

（
遺
族
） 
（
故
人
）(

住
所)  

Ｔ 

・ 

Ｈ 
（
匿
名
希
望
） 

脇
田
キ
ミ
子 

教 
文 
船 

津 

古
原 

久
輝 

峯
田
弘
子 
大 

俵 

栄 
 

健 
 

キ 

ヌ 

奄
美
市 

渡
島 

敬
造 

 

忠 
 

船 

津 

合
計 

金
９
０
，
０
０
０
円
也 

 

広
報
紙
郵
送
料 

 

 

（
氏
名
） 

 
 

 
 
 
(

住
所)  

沖 
 

秀
広 

五
千
円 

大
阪
市 

備 
 

好
三 

一
万
円 

尼
崎
市 

金
谷 

昌
則 

一
万
円 

八
尾
市 

野
元 

弘
道 

五
千
円 

北
九
州
市 

  

                          

   

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
。 

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
権
な
ど
の
多
く
の｢

権
利｣

が
与
え 

ら
れ
る
と
同
時
に
、
い
く
つ
か
の
「
義
務
」
も
生
じ
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
の
も
そ
の
義
務
の
ひ

と
つ
で
す
。 

 

若
い
人
の
中
に
は
、
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
考

え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
国

民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
万
が
一
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
皆
さ
ん
を
守
っ

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
も
し
も
の
場
合
に
備
え
る
国
民
年
金
が

重
要
だ
と
も
い
え
ま
す
。 

 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
二
十
歳
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
保

険
料
を
後
払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
、
学
生
で
な

い
方
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

 

平成２２年瀬戸内町合同年始会のご案内 

 

日 時：平成２２年１月１日（金） 
場 所：瀬戸内町中央公民館 
会 費：５００円 

 
問合せ 総務課 人事行政係 ７２－１１１１ 

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

 

花・コラージュ 
花束・アレンジ・葬儀用生花 

会場生け・池坊生け花アドバイス等 
お気軽にご来店・ご相談ください。 
古仁屋春日 レストラン・キャビン後 
代表 澤八重子 ℡ ７２－０５２７ 



           １月４日（月） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（１２） 

～
久
保
成
雄
氏
が
受
賞
～ 

 

１１
月
３
日
、
政
府
は
２
０
０

９
年
秋
の
叙
勲
受
賞
者
を
発
表

し
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
関
係
者

７８
名
中
、
奄
美
関
係
者
は
４
名

内
１
名
が
本
町
の
元
町
議
、
久

保
成
雄
氏
で
し
た
。
久
保
氏
は
、

「
畏
れ
多
い
賞
を
頂
い
て
、
震

え
が
止
ま
ら
な
い
。
町
民
み
ん

な
の
お
か
げ
で
あ
り
、
全
員
で

賞
を
共
有
し
た
い
。
連
続
１１
期

４４
年
間
町
議
を
務
め
た
が
、
先

輩
議
員
の
お
か
げ
で
あ
り
、
あ

り
が
と
う
の
感
謝
の
言
葉
し
か

な
い
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ

ま
し
た
。 

       
 

～
永
井
清
三
氏
が
受
賞
～ 

１１
月
５
日
、
平
成
２１
年
度
高

齢
者
叙
勲
を
受
賞
し
た
、
永
井

清
三
氏
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
永
井
氏
は
、
昭
和
１９
年
、

初
任
の
薩
川
国
民
学
校
を
皮
切

り
に
、
昭
和
５７
年
、
久
慈
中
学

校
長
と
し
て
退
職
す
る
ま
で
、

約
４０
年
間
、
教
育
職
員
と
し
て
、

離
島
へ
き
地
教
育
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。 

特
に
、
戦
後
の
物
資
不
足
の

時
代
に
、
教
材
教
具
を
自
作
し

学
力
向
上
に
励
ん
だ
こ
と
や
、

地
域
住
民
と
の
連
携
に
重
き
を

お
い
た
、
家
庭
教
育
の
普
及
に

貢
献
し
ま
し
た
。 

       

～

昔

の

遊

び

体

験

～ 

 

１１
月
２３
日
、
町
中
央
公
民

館
で
、
大
島
地
区
子
ど
も
会
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の

子
ど
も
会
会
員
と
育
成
会
会
員

約
９０
名
が
、
篠
川
小
中
学
校
の

常
深
校
長
の
講
演
を
聞
い
た
後
、

中
庭
で
、
昔
の
遊
び
を
体
験
し

ま
し
た
。
遊
び
の
種
類
は
、
ビ

ー
玉
遊
び
、
ジ
ン
タ
イ
ム
、
ひ

ま
わ
り
の
３
種
類
で
、
ル
ー
ル

の
解
ら
な
い
子
ど
も
達
は
、
教

育
委
員
会
の
職
員
や
育
成
会
の

保
護
者
に
聞
き
な
が
ら
、
童
心

に
帰
っ
た
大
人
と
一
緒
に
な
っ

て
体
験
し
ま
し
た
。 

        

～
交
流
会
節
目
の
十
年
目
～ 

 

１１
月
１
日
、
古
志
集
落
公
民

館
で
、「
古
志
で
ゆ
ら
お
ぅ
島
唄

の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
中
秋
の
名
月

を
眺
め
な
が
ら
、
島
唄
を
聴
こ

う
と
町
文
化
協
会
（
内
田
百
一

会
長
）が
企
画
し
、こ
れ
ま
で
、

嘉
徳
、
於
斉
と
巡
り
、
今
回
で

３
回
目
と
な
り
ま
す
。
古
志
に

集
っ
た
唄
者
た
ち
が
、
い
そ
加

那
節
や
か
ん
つ
め
節
な
ど
地
元

ゆ
か
り
の
島
唄
を
披
露
し
、
町

社
会
教
育
課
と
、集
落
住
民
が
、

総
出
と
な
っ
て
、
町
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
約
１
５
０
人
の
観
客

を
も
て
な
し
ま
し
た
。 

       

～

親
子
で
収

穫
作
業
～ 

 

１１
月
１１
日
、
古
仁
屋
小
学

校
付
属
幼
稚
園
（
村
田
達
治
園

長
）
で
、
芋
ほ
り
の
体
験
学
習

会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

園
児
４３
名
、
保
護
者
３０
名
が

参
加
し
、
５
月
に
作
付
け
し
た

芋
の
収
穫
作
業
に
あ
た
り
ま
し

た
。
土
か
ら
出
て
く
る
大
き
な

芋
に
子
供
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
、

保
護
者
の
中
に
は
、
子
供
を
押

し
の
け
収
穫
作
業
に
没
頭
す
る

方
が
で
る
な
ど
楽
し
い
作
業
と

な
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
芋
は
、

保
育
参
観
日
に
料
理
し
、
親
子

で
試
食
す
る
予
定
で
す
。 

 

高

齢

者

叙

勲

受

賞 

旭

日

双

光

章

受

賞 

古

志

で

島

唄

の

夕

べ 

芋

ほ

り

体

験

学

習 

地

区

子

ど

も

会

大

会 

受賞した久保成雄氏 

受賞した永井清三氏 

夢中で遊ぶ子どもたち 

熱唱する唄者 

収 穫 さ れ た 芋 



広報せとうち(１３)     １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

～
に
ほ
ん
の
里 

１
０
０
選

加
計
呂
麻
島
選
定
記
念
～ 

 

11
月
８
日
、
「
走
ろ
う
！

『
ロ
マ
ン
と
神
秘
の
島
』
感

じ
て
！
加
計
呂
麻
の
風
」
を

テ
ー
マ
に
加
計
呂
麻
島
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 (財)

日
本
陸
上
連
盟
公
認

コ
ー
ス
に
な
り
、
２
回
目
と

な
る
大
会
に
は
、

都
築
教

育
学
園
・
第
一
工
業
大
学
か

ら
、
キ
ラ
グ
・
ジ
ュ
グ
ナ
選

手
外
２
名
の
招
待
選
手
が
参

加
し
、
大
会
に
花
を
添
え
ま

し
た
。
レ
ー
ス
に
は
、
８
８

９
人
が
出
場
し
、
瀬
相
～
瀬

武
間
の
各
コ
ー
ス(

３
km
、

５
km
、
10

km
、
駅
伝
と
ハ

ー
フ)

を
、
秋
の
加
計
呂
麻
を

感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
走
り
抜
け
ま
し
た
。 

瀬
相
港
前
広
場
で
は
、
加

計
呂
麻
島
の
各
集
落
の
テ
ン

ト
が
立
ち
並
び
、
昼
食
用
に

ヤ
ギ
汁
、
シ
シ
汁
な
ど
の
郷

土
料
理
や
特
産
物
の
販
売
を

青
壮
年
団
や
婦
人
会
が
行
い
、

島
の
食
文
化
の
紹
介
に
一
役

か
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
本

町
に
所
縁
の
あ
る
歌
手
「
永

井
龍
雲
」
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
が
あ
り
、
母
親
を
思
い
作

っ
た
「
ル
リ
カ
ケ
ス
」
を
熱

唱
後
に
は
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
、
大
会
の

フ
ィ
ナ
レ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。 

      

    

  

加
計
呂
麻
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン 

2009 加計呂麻島ハーフマラソン 結果表 

(  )内はタイム 

３km コース男子         ３km コース女子 

[１位] 喜屋武 椋(0:11:21)  [１位] 勇   香保(0:13:26) 

[２位] 中 田  仁(0:12:48)  [２位] 牧 亜野美(0:13:46) 

[３位] 弓削 英作(0:13:10)  [３位] 上山 梨乃(0:13:59) 
 

５km コース男子         ５km コース女子 

[１位] 泉  頌 馬(0:16:54)  [１位] 加藤 美友(0:25:03) 

[２位] 平川 正博(0:18:58)  [２位] 岩元 節子(0:28:33) 

[３位] 勝田 竜司(0:19:37)  [３位] 久野朱佳里(0:28:57) 
 

１０km コース男子     １０km コース女子      
[１位] 白井 克昌(0:40:53)  [１位] 松尾 秋恵(0:56:15) 

[２位] 静   賢一(0:41:11)  [２位] 三井 直子(0:57:51) 

[３位] 満   拓也(0:44:18)  [３位] 慶永かおり(0:59:41) 
 

ハーフコース総合     ハーフコース招待 
[１位] 福元 康亮(1:18:06)  [１位] ｷﾗｸﾞｼﾞｭｸﾞﾅ(1:08:27)     

[２位] 重野 竜太(1:19:29)  [２位] 山田 勇基(1:11:57) 

[３位] 佐多   勝(1:25:20)  [３位] 吉 隆之輔(1:14:39) 
 

駅伝コース 
[１位] おがみ山走遊会Ａ    (1:43:12) 

[２位] 虹色超特急マーリンズ  (1:51:11) 

[３位] おがみ山走遊会Ｂ    (2:00:09) 

ハーフマラソン出発直後 

ジュグナ選手余裕のゴール 

永井 龍雲 
ミニライブ 

のんびりと 
楽しんで！ 



１月４日（月） 瀬戸内町成人式   広報せとうち（１４） 

 
 

１１
月
１４
日
、
１５
日
町
清

水
体
育
館
で
第
３４
回
町
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１４
日
は
、
小
・
中
・
高
校
生

の
作
文
や
書
、
町
民
の
絵
画

等
の
作
品
や
文
化
協
会
員
の

作
品
展
示
を
、
１５
日
は
舞
台

発
表
を
行
い
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

１１
月
２２
日
、
町
清
水
体

育
館
で
、
に
ほ
ん
の
里
１
０

０
選
・
島
の
宝
１
０
０
景
受

賞
記
念
と
し
て
、
町
民
と
本

町
観
光
大
使
と
の
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

フ
ェ
ス
タ
に
は
、
１１
名
の

観
光
大
使
が
参
加
し
、
一
部

で
、
講
演
会
を
、二
部
で
は
、

歌
謡
唱
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

 

           

  

 

TOTO(アプリコット F1)  

定価¥109,200（税込）➔ ¥65,000（税込） 

取付費無料（先着５名様）電気工事必要の場合は別途 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  （７２）－１２２８ 

地地デデジジ瀬瀬戸戸内内局局放放送送開開始始ししててまますす。。  
地デジもケーブルテレビで見られます。 

 地デジのことなら 

瀬戸内ケーブルテレビ㈱ 
古仁屋船津 1-1 ℡ ７２－４３４１   

データ放送で 

欲しい情報が 

すぐ見られる！ 

編 集 後 記 
明けましておめでとうございます。 

本年もより良い広報誌づくりに励みた

いと思いますので、「広報せとうち」を

よろしくお願い致します。 

 今年の干支は「寅」、寅は、引（のば

しひく）・伸（のばす）と同系の語で、

草木が伸び始める状態を表すそうです。

さて、皆さんはトラと聞いて何を連想

しますか？森林の王者「虎」、野球好き

な方は「タイガース」、戦前の方は、「ト

ラ、トラ、トラ」・・・いろいろなトラ

がありますが、瀬戸内町と言えば、観

光大使「山田洋次」監督の代表作「寅

さん」シリーズでしょうか？フーテン

の寅さんのように、放浪の旅に出るも

良し、日頃の疲れをとるため、自宅で

寅さんを鑑賞するも良し、気持ちをリ

セットし、年頭に当たりたいものです。 

 

新新年年会会・・歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  
☆ 新年会予約承ります 

料金はご予算に応じます 
★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人） 
（1名様より8名様まで利用可能・1組限定） 
5名から15名の各種宴会（1組限定） 
問い合わせ・予約は下記までお願いします 
郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日  ℡ 72-2276  fax 72-1708  
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